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N = {1, 2, 3, . . . },
N0 = {0, 1, 2, 3, . . . }

とし、N2
0 = N0 × N0 上の関係 R を次で定める。

R = {((a, b), (c, d)) ∈ N2
0 | a + d = b + c}

すると R は同値関係になる。これは、R を定義している条件は a − b = c − d とい
うことなので、差が同じ非負整数の組を同値類にまとめたものになっている。した
がって、

((a, b), (c, d)) ∈ R ⇐⇒ ∃α ∈ Z, c = a + α, d = b + α.

N2
0/R と Z の間の全単射を構成したことで、N0 を使って Z を「定義」したことに
なっている。

X = {(a, b) | a ∈ Z, b ∈ Z, b ̸= 0}

とおき、
R = {((a, b), (c, d)) | ((a, b), (c, d)) ∈ X × X, ad = bc}

とおくと、R は X 上の同値関係になる。X/R と Q の間の全単射を構成したことで、
X を使って Q を「定義」したことになっている。

Q から R を構成する方法は、「Dedekind の切断」を用いる方法と、コーシー列を
用いる方法がある。


